
猛暑が少し和らいだ8月19日、東部ほっと

ステーションで、「どんぐりｓカフェ」の「う

たごえサロン」が開催された＝写真。

今回は夏にふさわしい海と山に関係する曲

「夏の思い出」、「浜辺の歌」、「おお牧場は

みどり」などの唱歌や昭和に流行した「赤いス

イートピー」、「花の首飾り」など全20曲。

石川さん(小牧市在住)のアコーディオン演奏と

おしゃべり、そして山田さん（高森台在住）に

よる歌詞と素敵な写真で構成されたパワーポイ ント映像を楽しみながら、参加者27名が楽し

いひと時を過ごした。

今年100回記念を迎えた夏の高校野球・甲子

園大会歌「栄冠は君に輝く」を歌うのに先立ち、

参加者から、この曲の作詞者にちなむエピソー

ドや今年の甲子園に3度も足を運んだという話

も紹介披露され、大変盛り上がった。最後に、

「今日の日はさようなら」を歌って散会した。

歌は心を繋ぐと言われる。最近、カラオケば

やりで、一人で歌うことが多くなっているが、

上手下手を抜きにして皆が声を合わせることの

楽しさを改めて感じた次第。「どんぐりｓ」と

しては今後も半年に1回ぐらいの頻度で“うた

ごえサロン”の開催を予定している。

（藤城 栄一）

テーマ；「愛岐トンネルの魅力」
講 師； 山本 勝利氏

（愛岐トンネル群保存再生委員会元理事長)

日 時；9月15日(土)13：30～16：00

会 場；東部ほっとステーション

（サンマルシェ南館1階）

参加費；200円
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●今年の夏祭りの「光るおもちゃ販売」は、

台風で高森台が盆踊りなしの1日だけとなり、

押沢台ではタマセンの販売をやめたなどで収

益は昨年を大きく下回った。しかし、「タマ

セン」の中止は「正解」だったとの意見で一

致。「やっていたら命がけになったよ」とサ

ウナ級の暑さを振り返った。売れ残った「光

るおもちゃ」などは、10月21日に「グルッ

ポふじとう」で開かれる姉妹都市のカナダ・

ケローナ市訪日団歓迎イベントの蚤の市で販

売することになった。●「どんぐりｓカフェ」

や「すまい面接相談」の会場に使用している

サンマルシェ南館1階の「東部ほっとステー

ション」の活用方法について市ニュータウン

創生課から意見を求められた。同施設は、市

が賃料を払って「どんぐりｓ」など9市民団

体に活動の場として開放している。当会とし

ては、活動に欠かせない施設として存続を求

めるほか、利用団体の拡大や他団体との共同

相談会やイベント共催を通じ市民サービスの

充実を図るなどを提案した。（明賀 雄二）

役員会から（8月19日）

8月の「どんぐりｓカフェ」から

歌って笑って、酷暑なんかぶっ飛ばせ

9月の「どんぐりｓ」カフェ



数年前から「活き活き楽農会」の玉野の畑に

出てきたイノシシが、今年は何故か一層猪突猛

進で農作物を荒らしまくり閉口しています。特

に雨夜に現れることが多く、守山方面から玉野

川を渡り、会員の

畑でおいしそうな

スイカ、カボチャ、

里芋等をあたりか

まわず食い荒らし

ています。畑作者

にとって、丹精込

めて作り収穫寸前

の農作物を食べら

れてしまうことは、

落胆が大きすぎて作る意欲が失せてしまいます。

実りの秋に向い、さらに里芋、サツマイモ等の

被害がひろがる恐れがあります。そのため、侵

入防止策として、何がふさわしいか知恵を絞り、

まず、玉野川沿い約５０ｍに防獣ネットを張り、

杭で留めることにしました。８月１１日に暑い

中、多くの会員が参加し、約２時間かけて立派

なネット防御柵が完成しました＝写真。これで、

簡単にはイノシシは侵入できないので、ほっと

一安心しているところです。

連絡先：☎090-1287-1258 （堀内 泰）

“みんなで歌おう ほっとカフェ”
地域の歌姫 田中久美子さん出演

日 時 9月30日（日）13：30～15：30

会 場；東部ほっとステーション

主 催；東部ほっとステーション運営協議会

●お電話か又は直接会場にお越しください。

☎080-4540-3553（どんぐりｓ事務局）

日 時；9月9日(日)、23日(日)

（ともに13：30～16：00）

会 場；東部ほっとステーション

日 時；9月12日(水)、26日(水)
（ともに13：00～16：00）

会 場；「大人のたまり場」
（高森台6丁目、東高森台集会所そば）

参加費；200円
連絡先；☎080-4540-3553

ブロック塀の危険性
６月１８日発生の大阪北部地震により、小

学校のプールサイドのコンクリートブロック

（以下CB）塀が倒壊し、小学生が亡くなり

ました。あまり報道されていませんが、20

16年の「熊本地震」でも２人が死傷しまし

た。以前から専門家から指摘されていたCB

塀の危険性は、これらの事例により明確にな

りました。ところがもっと危険なことが町中

に多く見られます。それは、CBを「土留め」

に使用していることです。鉄筋コンクリート

に比べ安価なため、1～1.5ｍぐらいの土留

めに多く使用されているのが見られます。

CB造土留めは、防水性能が悪いため、設

置後20～30年経ち、古くなると、中の鉄筋

がさびて、強度がなくなります。さらに不都

合なのは、たまに、水抜き穴が設置してある

ものも見られますが、水抜き穴も設置されて

いません。鉄筋コンクリート製の土留めでも

水抜き穴設置が必須です。

高蔵寺ニュータウンは、土地の高低差が激

しいため、多くの場所で、「土留め」が見ら

れます。もう一度、通学路などの危険性を見

直しませんか。 （片山 繁行）

私の朝・昼・晩

ストップ！ イノシシ被害

楽農会、畑に防獣ネット

チベタンブルー（チベット高原） 森 健

東部ほっとステーション7周年記念行事

9月の高齢者・すまい無料相談

9月の「大人のたまり場」


